
お申し込み締切

2025.
7.21（月・祝）

※申し込み多数の場合抽選

筑波大学エクステンションプログラム

【修了証発行】プログラムに参加した受講者には、筑波大学発行の受講修了証が授与されます

お申し込み
お問い合せ

筑波大学エクステンションプログラム [日本語教師のための実践講座－スピーキング評価法編－]

Tel:029-859-1648
https://extension.sec.tsukuba.ac.jp

〒305-8550 茨城県つくば市春日 1-2　

高細精医療イノベーション棟 1F（受付時間︓月～金 9︓30～17︓00）

お申し込みは HP にて

受講
受付中

座学 ワーク
ショップ 

受 講 人 数 定員 30 名（最小開講人数︓9 名）

受 講 費 用 6,000 円（税込）

開 催 場 所 筑波大学 東京キャンパス文京校舎（東京都文京区大塚 3-29-1）

本プログラムは高度日本語人材育成のための教育システム開発推進事業の一環として実施されるものです。

開 催 日 程 令和 7 年 8 月 6 日 ( 水 )10：30 ～ 16：30

受 講 対 象 者 留学生を対象とする日本語学校の非常勤講師のうち初任者（初任者とはおよ
そ 0 ～ 3 年程度までの日本語教育歴がある方とします）

本プログラムは、日本語教育の現場で活用できるスキルの向上を目的として、既に日本語学校で活躍されて
いる非常勤講師のうち初任者の方を対象とした講義およびワークショップです。講義では主に学習者の話す
力をどのように捉え、評価するのかを学び、各教育現場に引きつけて考えることを目指します。ワークショッ
プでは主にそれぞれの目的を考慮したタスクや評価について検討し、グループでの議論やワークを通して
スピーキングに関わる具体的な技術を実践的に習得し、現場で活用できる知識とスキルを身につけることを
目標とします。

趣　旨 学習者の話す力をどのように伸ばすか悩んだことはありませんか？

時間 講義内容

10︓30
～

12︓00 

13︓00
～

16︓30 

お昼休憩　12︓00 ～ 13︓00

学習者のスピーキング能力（話す力）の概要や、主な評価方法について学びます。また、
スピーキング評価で活用できる様々なコンテンツについて、筑波大学日本語・日本事
情遠隔教育拠点が開発したものを含めてご紹介します。

午前中の講義内容に基づいて実際にグループでタスク作成やその評価を検討し、結果を
全体で共有します。最後に学んだ内容を振り返り教育現場で活用できる評価ポイントを
まとめます。

ワ ー ク シ ョ ッ プ 、発 表 お よ び ま と め

ス ピ ー キ ン グ 評 価 に 関 す る 講 義

日本語教師のための実践講座
－スピーキング評価法編－

筑波大学 人文社会系 助教
波多野 博顕

講 師 紹 介講 師 紹 介



お申し込み
お問い合せ

筑波大学 エクステンションプログラム　　

Tel:029-859-1648（受付時間︓月～金　9︓30 ～ 17︓00）

https://extension.sec.tsukuba.ac.jp
ep-sanren@un.tsukuba.ac.jp

〒305-8550 茨城県つくば市春日 1-2　高細精医療イノベーション棟 1F

お問い合せはこちらから

筑波大学エクステンションプログラム事務局

お申し込みは HP にて

●丸ノ内線　茗荷谷（みょうがだに）駅下車「出口 1」から徒歩 3 分程度

お申し込み方法

WEB サイトより　 講座を選択 お支払いはカード決済

https://extension.sec.tsukuba.ac.jp

WEB サイトにアクセスし、
お申し込みフォームよりお
申し込み下さい。　

希望の講座ページより
お申し込み下さい。

お手持ちのカードで簡単に
決済できます。　

ペイジ－も使えます。

※受講可否については後日事務局より連絡いたします。

このエクステンションプログラムは社会貢献の一

つの形として本学の高度で先駆的な研究・教育分

野から得られた成果をいち早く社会に還元し皆様

に見える形でお届けすることを目的としています。

他に例を見ない学際的な融合に

より火花を散らしながら生み出

された最先端の学問を本プログ

ラムを通じて直接感じていただ

ければ幸いです。

講師紹介 開催場所

筑波大学長　　永田恭介
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波多野 博顕 文 昶允

エクステンションプログラムについて


